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2022年 6⽉ 19⽇に発⽣した⽯川県能登地⽅の地震と応⼒

場について 

産業技術総合研究所 
地震発⽣域周辺での地殻応⼒場 
今回の地震発生域周辺において、地震の震源メカニズム解を用いて推定した地殻応力場は、

最大水平主圧縮軸が概ね北西－南東方向を向いている。地殻応力場データベースに掲載してい

る応力方位（全国 0.2度メッシュ）を図１に示す。このデータは、2003年～2020年の地震に基づくも

のであり、2021 年から能登地方で活発化した地震活動のデータは使用していない。そのため、より

詳しく地殻応力場を見るため、2021 年・2022 年のデータを使用して、全国応力地図と同様の手法

で、能登地方のみを対象に地殻応力場を推定した結果が図 2である。 

今回の地震については、気象庁により北西－南東方向に主圧力軸（P 軸）を持つモーメントテン

ソル解が推定されている。これはこの地域の地殻応力場の特徴をよく反映して地震が発生したこと

を示している。 

余震活動 
2022年 6月 19日 15時から 20日 7時までに、基盤的地震観測網で得られた地震波形データ

を使用して、自動処理により地震を検出し、その位置を精度よく決定した（図 3）。その結果、概ね

北西側が浅く、南東側が深い分布が得られた。気象庁によるモーメントテンソル解のダブルカップ

ル成分が北東－南西走向で南東傾斜の面を節面の一つとして持つことから、北東－南西走向で

南東傾斜の断層面を主に破壊した地震であったと考えられる。 
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図 1 石川県能登地方周辺における最大水平主圧縮軸の方位（Uchide et al., 2022）。色は、応力

場が対応する断層のタイプを示す。基図は国土地理院の地理院地図である。 
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図 2 微小地震（マグニチュード 0.7 から 3.1 まで）の震源メカニズム解から推定した最大水平主圧

縮軸の方位。色は、応力場が対応する断層のタイプを示す。 

 

 

図 3 2022年 6月 19日 15時～20日 7時までに発生した地震。色は震源の深さを示す。星印は

今回の地震の震央位置を示す。 


